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■「三高みんなの食堂プロジェクト」
全体代表 3年 3組 亀井 遼樹

私たち「三高みんなの食堂プロジェクト」は

一言で言うと「生徒が主体 となって様々な人と

協力 し、学校食堂を盛 り上げる活動」です。そ

してその食堂を中心にして地域を元気にしてい

くことをめざしています。生徒の中から有志の

プロジェク トリーダーが中心 とな り、現在は

50人 を超える規模 となり非常に有意義な活動

ができています。プロジェクトリーダーは食堂

の発展のためなら基本的に何をしても良 く、校

内に畑を開墾 し野菜を育てる、SDGsに 繋がる

新メニューを開発する、地元のイベントでマル

シェを出店する等、人によって様々です.プ ロ

ジェクトリーダー以外の生徒も、食堂の利用や

様々な形で応援 してくれたりと学校全体で食堂

を盛 り上げようとする意識ができていますiま

た、地域の方々とのさらなる交流 も視野に、地

域の方々に予約制で食堂を利用 して頂けるよう

に準備 も進めています.私たちにとってこの活

動は、大学で学びたいことを見つけたり、将来

したいことを見つけたりと、自分の未来へ と繋

がる活動でもあるので、さらなる発展をFl指 し

皆で頑張っていきたいと思っています.

さて、8月 16、 17日 にプロジェク トを代表

し、1年生 2名、2年生 2名 、そ して私の 5名

で、東京で開催された「高校生ボランテ ィア・

アワー ド 2022」 に出場 しました=こ のアワー

ドは、さだまさしさんが会長を務める「風に立

つライオン基金Jが主催 してお り、今年は全国

からの応募で選ばれた 97団体が一堂に会して

発表 しあいました,各校それぞれブースを設け、

ブースを見学するグループとブースで発表する

グループに分かれ、それぞれ交代 しながら2日

間通 して非常に活発に交流ができ、我々も積極

的に参加することができました。ボランティア

活動を頑張る高校生の貴重な交流の場 となりま

した。初めてこのような交流の場に立ったこと

で、人と上手 くコミュニケーションを取る力で

あったり、自ら考えて行動する力には自信がつ

きましたc

l受賞式では大会委員長さだまさしさんの名を

冠する賞を頂 くことができ、自分たちの活動が

こんなにも評価していただけるものだということ

を再確認 し、今後の活動に全校生で取 り組んで

いきたいと思いました。

我々はこのプロジェク トをさらに発展 させ

さらに地域に根ざし、学びの場になる素晴らし

い食堂を作り上げ、そこから地域を元気にしたい

と思っています。応援 してくださっているすべ

ての皆様に感謝するとともに、今後

とも活動へのご理解 ご協力のほど

よろしくお願いします。

■虎丸ゼミ
<概要>
放課後や休業 日に実施する自由参加のゼミ.

自分の意思で自分のために参加 し、自分自身の

充実 と経験を高めるために参加する。 目的は、

主体的に学ぶ経験をすること、広 く関′亡ヽをもち

自ら接する分野を増やし視野を広げること、自

分のめざす分野を深 く知ることや自分の適性

の確認などである令和 2年 11月 に開始 し、各

分野で活躍 しているプロフェッショナルから双

方向の話 し合いで学び取るゼミとしてこれまで

24回実施 しているっ

<実施例>
大学教授による大学での学びや研究について

のゼ ミ、東かがわ市長 との トーク、本校出身の

プロ野球選手、符理栄養十による味についての

実習付 きのゼ ミ、東かがわ活111隊 隊長の地元の

飲食店サ1盲 主、外務省による外交の現場、日本政

策金融公庫のビジネスの基礎、大学生 による

アー トについてのゼ ミ、病院で過ごす子供たち

を支援する NPO、 税務署職員と税理士、シリー

ズ市役所で危機管理課による防災とまちづ くり

や市教育委員会による東かがわの英語教育、フ

ラワーアレンジメント、看護系大学に合格 した

本校 3年生によるゼ ミ、など多様なゼ ミを開催

している.全国高校生ボランティア・アワー


